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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期
第３四半期
連結累計期間

第37期
第３四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年12月31日

自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （千円） 6,969,463 6,141,945 9,121,518

経常利益 （千円） 818,925 114,376 959,156

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 579,803 25,940 702,379

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 473,556 59,952 540,968

純資産額 （千円） 9,385,397 9,421,263 9,452,809

総資産額 （千円） 13,087,217 13,403,710 13,056,727

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 113.25 5.07 137.17

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.5 67.7 70.3

 

回次  
第36期
第３四半期
連結会計期間

第37期
第３四半期
連結会計期間

会計期間  
自2018年10月１日
至2018年12月31日

自2019年10月１日
至2019年12月31日

１株当たり四半期純利益金額  （円） 37.38 3.60

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より、松本精工株式会社は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な雇用・所得環境を背景に緩やかな回復基調を維持し

ましたが、海外経済の減速による輸出や生産の落ち込み等から、先行き不透明な状況が続いています。

　自動車業界におきましては、10月の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減を主因として、当第３四半

期会計期間の国内自動車販売台数は大きく減少し、前年同四半期累計期間比では△1.7％の減少となりました。

　このような経済状況のもとで、当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の売上高は6,141百万円

（対前年同四半期827百万円減少［△11.9％］）となりました。利益面では、営業利益112百万円（対前年同四半

期699百万円減少［△86.2％］）、経常利益114百万円（対前年同四半期704百万円減少［△86.0％］）、親会社株

主に帰属する四半期純利益25百万円（対前年同四半期553百万円減少［△95.5％］）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　日本は売上高4,034百万円（対前年同四半期487百万円減少［△10.8％］）、営業損失△78百万円（対前年同四

半期は営業利益368百万円）となりました。東南アジアは売上高1,607百万円（対前年同四半期77百万円減少［△

4.6％］）、営業利益61百万円（対前年同四半期69百万円減少［△53.4％］）となり、中国は売上高672百万円

（対前年同四半期311百万円減少［△31.7％］）、営業利益93百万円（対前年同四半期166百万円減少［△

64.0％］）となりました。

 

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は13,403百万円となり、前連結会計年度末に比べ346百万円の増加

となりました。流動資産は178百万円減少しましたが、主として現金及び預金の増加72百万円、受取手形及び売掛

金の減少384百万円、電子記録債権の増加11百万円、仕掛品の増加109百万円等によるものであります。固定資産

は525百万円増加しましたが、主として建物及び構築物の増加163百万円、機械装置及び運搬具の増加101百万円、

建設仮勘定の増加273百万円等によるものであります。

　負債は3,982百万円となり、前連結会計年度末に比べ378百万円の増加となりました。流動負債は68百万円減少

しましたが、主として支払手形及び買掛金の減少89百万円、短期借入金の減少142百万円、その他の増加186百万

円等によるものであります。固定負債は447百万円増加しましたが、主として長期借入金の増加105百万円、長期

未払金の増加66百万円、その他の増加209百万円等によるものであります。

　純資産は9,421百万円となり、前連結会計年度末に比べ31百万円の減少となりましたが、主として利益剰余金の

減少117百万円、非支配株主持分の増加69百万円等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は67.7％となりました。
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(2) 経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、134百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 主要な設備

　当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設等につい

て、変更のあったものは次の通りであります。

（新設）

　提出会社において、前連結会計年度末に計画しておりました、提出会社三木工場のプレスラインの増設につき

ましては、2019年12月に完了しております。なお、投資総額は、222百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,129,577 5,129,577
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は100株

であります。

計 5,129,577 5,129,577 － －

　（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 5,129 － 556,073 － 450,193

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社カネミツ(E02248)

四半期報告書

 5/16



（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2019年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－ 単元株式数100株

普通株式 6,200

（相互保有株式）
－ 同上

普通株式 10,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,110,800 51,108 同上

単元未満株式 普通株式 2,577 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  5,129,577 － －

総株主の議決権  － 51,108 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式50株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2019年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社カネミツ

兵庫県明石市

大蔵本町20-26
6,200 － 6,200 0.12

（相互保有株式）

松本精工株式会社

兵庫県加古川市

志方町横大路647
10,000 － 10,000 0.19

計 － 16,200 － 16,200 0.31

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から　

2019年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,584,809 2,657,686

受取手形及び売掛金 1,873,736 1,489,731

電子記録債権 521,803 533,111

有価証券 － 3,020

商品及び製品 135,252 98,518

仕掛品 431,125 540,731

原材料及び貯蔵品 80,952 77,195

その他 114,038 162,926

流動資産合計 5,741,718 5,562,920

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,459,692 3,781,968

減価償却累計額 △1,798,358 △1,957,076

建物及び構築物（純額） 1,661,333 1,824,891

機械装置及び運搬具 8,076,770 8,466,987

減価償却累計額 △6,048,891 △6,337,424

機械装置及び運搬具（純額） 2,027,878 2,129,563

工具、器具及び備品 1,107,228 1,153,134

減価償却累計額 △935,582 △992,442

工具、器具及び備品（純額） 171,645 160,691

土地 2,130,421 2,187,443

建設仮勘定 262,112 535,474

有形固定資産合計 6,253,391 6,838,065

無形固定資産   

のれん － 14,635

その他 129,298 128,233

無形固定資産合計 129,298 142,869

投資その他の資産   

投資有価証券 572,134 600,315

関係会社株式 223,629 100,583

その他 136,555 158,956

投資その他の資産合計 932,318 859,855

固定資産合計 7,315,008 7,840,789

資産合計 13,056,727 13,403,710
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 929,072 839,691

短期借入金 774,078 631,835

1年内返済予定の長期借入金 198,020 284,056

未払法人税等 82,973 4,220

賞与引当金 159,316 136,439

役員賞与引当金 14,107 6,615

その他 626,282 812,466

流動負債合計 2,783,851 2,715,325

固定負債   

長期借入金 286,193 391,890

長期未払金 46,380 112,380

繰延税金負債 228,666 284,662

退職給付に係る負債 233,560 243,509

その他 25,264 234,677

固定負債合計 820,066 1,267,121

負債合計 3,603,917 3,982,447

純資産の部   

株主資本   

資本金 556,073 556,073

資本剰余金 450,193 447,480

利益剰余金 7,778,236 7,661,040

自己株式 △6,687 △15,837

株主資本合計 8,777,817 8,648,757

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 191,707 224,096

為替換算調整勘定 203,294 199,412

その他の包括利益累計額合計 395,002 423,508

非支配株主持分 279,989 348,996

純資産合計 9,452,809 9,421,263

負債純資産合計 13,056,727 13,403,710
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 6,969,463 6,141,945

売上原価 5,015,976 4,857,294

売上総利益 1,953,486 1,284,651

販売費及び一般管理費 1,142,360 1,172,644

営業利益 811,126 112,006

営業外収益   

受取利息 3,784 7,960

受取配当金 12,614 13,189

有価証券評価益 － 885

持分法による投資利益 8,725 －

その他 12,831 13,677

営業外収益合計 37,956 35,712

営業外費用   

支払利息 17,781 19,323

持分法による投資損失 － 3,780

為替差損 11,793 10,206

その他 583 31

営業外費用合計 30,157 33,342

経常利益 818,925 114,376

特別利益   

固定資産売却益 1,662 12,479

受取保険金 － 967

補助金収入 20,883 7,450

保険解約返戻金 938 7,524

特別利益合計 23,484 28,421

特別損失   

固定資産売却損 571 10

固定資産除却損 6,920 612

投資有価証券評価損 － 26,189

保険解約損 － 307

特別損失合計 7,491 27,121

税金等調整前四半期純利益 834,918 115,677

法人税、住民税及び事業税 190,603 53,599

法人税等調整額 63,124 36,910

法人税等合計 253,727 90,509

四半期純利益 581,190 25,167

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,387 △773

親会社株主に帰属する四半期純利益 579,803 25,940
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益 581,190 25,167

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △83,936 32,388

為替換算調整勘定 △16,737 7,661

持分法適用会社に対する持分相当額 △6,959 △5,265

その他の包括利益合計 △107,634 34,784

四半期包括利益 473,556 59,952

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 471,349 54,447

非支配株主に係る四半期包括利益 2,207 5,504
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、松本精工株式会社は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

減価償却費 501,909千円 517,915千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月21日

定時株主総会
普通株式 61,358千円 12.00円 2018年３月31日 2018年６月22日  利益剰余金

2018年11月８日

取締役会
普通株式 64,041千円 12.50円 2018年９月30日 2018年12月３日  利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

　なるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月20日

定時株主総会
普通株式 66,603千円 13.00円 2019年３月31日 2019年６月21日  利益剰余金

2019年11月13日

取締役会
普通株式 66,603千円 13.00円 2019年９月30日 2019年12月２日  利益剰余金

（注）　配当金の総額には、連結子会社が保有する親会社株式に対する配当金を含めております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

　なるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 東南アジア 中国 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,395,906 1,589,173 984,382 6,969,463 － 6,969,463

セグメント間の内部売

上高又は振替高
125,746 95,891 16 221,654 △221,654 －

計 4,521,653 1,685,065 984,399 7,191,118 △221,654 6,969,463

セグメント利益 368,360 130,994 260,198 759,554 51,572 811,126

　（注）１．セグメント利益の調整額51,572千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△30,326

千円及び報告セグメント間の取引の相殺消去等81,899千円が含まれております。

　　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 東南アジア 中国 計

売上高       

外部顧客への売上高 3,953,996 1,515,308 672,640 6,141,945 － 6,141,945

セグメント間の内部売

上高又は振替高
80,538 92,358 － 172,897 △172,897 －

計 4,034,534 1,607,667 672,640 6,314,842 △172,897 6,141,945

セグメント利益又は損失

（△）
△78,668 61,095 93,767 76,194 35,811 112,006

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額35,811千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△28,175千円及び報告セグメント間の取引の相殺消去等63,986千円が含まれております。

　　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２.報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、松本精工株式会社を連結の範囲に含め、その数値を従来の区分である

「日本」に含めております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 113円25銭 5円07銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 579,803 25,940

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金

額（千円）
579,803 25,940

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,119 5,113

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　2019年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 （イ）配当金の総額…………………………………………66,603千円

 （ロ）１株当たりの金額……………………………………13円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………2019年12月２日

 （注）2019年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年２月６日

株式会社カネミツ

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊東　昌一　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西方　実　　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カネミ

ツの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カネミツ及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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